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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月8日(2018.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　創傷を治療する医薬組成物であって、
　創傷治癒を促すのに効果的な有効量のＢＲＡＦ阻害剤、及び
　医薬的に許容可能なキャリヤ、
を含む、医薬組成物。
【請求項２】
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　前記ＢＲＡＦ阻害剤が、構造式（Ｉ）～（ＩＶ）のうちいずれか１つ、又は該構造式の
医薬的に許容可能な塩による構造を有する、請求項１に記載の医薬組成物。
【請求項３】
　前記ＢＲＡＦ阻害剤が、ＡＭＧ５４２、ＡＲＱ１９７、ＡＲＱ７３６、ＡＺ６２８、Ｃ
ＥＰ－３２４９６、ＧＤＣ－０８７９、ＧＳＫ１１２０２１２、ＧＳＫ２１１８４３６（
ダブラフェニブ、タフィンラー（登録商標））、ＬＧＸ８１８（エンコラフェニブ（ｅｎ
ｃｏｒａｆｅｎｉｂ））、ＮＭＳ－Ｐ１８６、ＮＭＳ－Ｐ３４９、ＮＭＳ－Ｐ３８３、Ｎ
ＭＳ－Ｐ３９６、ＮＭＳ－Ｐ７３０、ＰＬＸ３６０３（ＲＯ５２１２０５４）、ＰＬＸ４
０３２（ベムラフェニブ、ゼルボラフ（登録商標））、ＰＬＸ４７２０（ジフルオロフェ
ニル－スルフォンアミン）、ＰＦ－０４８８０５９４、ＰＬＸ４７３４、ＲＡＦ２６５（
ＣＨＩＲ－２６５）、ＲＯ４９８７６５５、ＳＢ５９０８８５、ソラフェニブ、ソラフェ
ニブトシル酸塩、及びＬＸ２８１（ＢＭＳ－９０８６６２）よりなる群から選択される、
請求項１又は２に記載の医薬組成物。
【請求項４】
　前記医薬組成物が、軟膏、クリーム液、ゲル、ヒドロゲル、又は噴霧体を含む局所薬剤
である、請求項１～３のいずれか一項に記載の医薬組成物。
【請求項５】
　成長因子、糖類、制酸剤、ビタミンＡ、ビタミンＤ、抗菌剤、消毒剤、及び鎮痛剤より
なる群から選択される、１つ以上の付加的治療剤を更に含む、請求項１～４のいずれか一
項に記載の医薬組成物。
【請求項６】
　ＢＲＡＦ阻害剤を含む創傷被覆材。
【請求項７】
　前記ＢＲＡＦ阻害剤が、構造式（Ｉ）～（IV）のうちいずれか１つ、又は該構造式の医
薬的に許容可能な塩による構造を有する、請求項６に記載の創傷被覆材。
【請求項８】
　前記ＢＲＡＦ阻害剤が、ＡＭＧ５４２、ＡＲＱ１９７、ＡＲＱ７３６、ＡＺ６２８、Ｃ
ＥＰ－３２４９６、ＧＤＣ－０８７９、ＧＳＫ１１２０２１２、ＧＳＫ２１１８４３６（
ダブラフェニブ、タフィンラー（登録商標））、ＬＧＸ８１８（エンコラフェニブ（ｅｎ
ｃｏｒａｆｅｎｉｂ））、ＮＭＳ－Ｐ１８６、ＮＭＳ－Ｐ３４９、ＮＭＳ－Ｐ３８３、Ｎ
ＭＳ－Ｐ３９６、ＮＭＳ－Ｐ７３０、ＰＬＸ３６０３（ＲＯ５２１２０５４）、ＰＬＸ４
０３２（ベムラフェニブ、ゼルボラフ（登録商標））、ＰＬＸ４７２０（ジフルオロフェ
ニル－スルフォンアミン）、ＰＦ－０４８８０５９４、ＰＬＸ４７３４、ＲＡＦ２６５（
ＣＨＩＲ－２６５）、ＲＯ４９８７６５５、ＳＢ５９０８８５、ソラフェニブ、ソラフェ
ニブトシル酸塩、及びＬＸ２８１（ＢＭＳ－９０８６６２）よりなる群から選択される、
請求項６又は７に記載の創傷被覆材。
【請求項９】
　前記創傷被覆材が、アルギン酸塩被覆材、抗菌性被覆材、包帯、バンドエイド（登録商
標）、生合成被覆材、生物学的被覆材、コラーゲン被覆材、複合被覆材、圧迫被覆材、接
触層被覆材、発泡体被覆材、ガーゼ被覆材、ハイドロコロイド被覆材、ヒドロゲル被覆材
、皮膚シーラント若しくは液状皮膚被覆材、特殊吸収性被覆材、透明フィルム被覆材、又
は創傷充填剤である、請求項６～８のいずれか一項に記載の創傷被覆材。
【請求項１０】
　成長因子、糖類、制酸剤、ビタミンＡ、ビタミンＤ、抗菌剤、消毒剤、及び鎮痛剤より
なる群から選択される、１つ以上の付加的治療剤を更に含む、請求項６～９のいずれか一
項に記載の創傷被覆材。
【請求項１１】
　創傷治癒に使用するための、有効量のＢＲＡＦ阻害剤。
【請求項１２】
　前記ＢＲＡＦ阻害剤が、構造式（Ｉ）～（IV）のいずれか１つ、又は該構造式の医薬的
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に許容可能な塩による構造を有する、請求項１１に記載の使用。
【請求項１３】
　前記ＢＲＡＦ阻害剤が、ＡＭＧ５４２、ＡＲＱ１９７、ＡＲＱ７３６、ＡＺ６２８、Ｃ
ＥＰ－３２４９６、ＧＤＣ－０８７９、ＧＳＫ１１２０２１２、ＧＳＫ２１１８４３６（
ダブラフェニブ、タフィンラー（登録商標））、ＬＧＸ８１８（エンコラフェニブ（ｅｎ
ｃｏｒａｆｅｎｉｂ））、ＮＭＳ－Ｐ１８６、ＮＭＳ－Ｐ３４９、ＮＭＳ－Ｐ３８３、Ｎ
ＭＳ－Ｐ３９６、ＮＭＳ－Ｐ７３０、ＰＬＸ３６０３（ＲＯ５２１２０５４）、ＰＬＸ４
０３２（ベムラフェニブ、ゼルボラフ（登録商標））、ＰＬＸ４７２０（ジフルオロフェ
ニル－スルフォンアミン）、ＰＦ－０４８８０５９４、ＰＬＸ４７３４、ＲＡＦ２６５（
ＣＨＩＲ－２６５）、ＲＯ４９８７６５５、ＳＢ５９０８８５、ソラフェニブ、ソラフェ
ニブトシル酸塩、及びＬＸ２８１（ＢＭＳ－９０８６６２）よりなる群から選択される、
請求項１１又は１２に記載の使用。
【請求項１４】
　創傷被覆材を製造するためのＢＲＡＦ阻害剤の使用。
【請求項１５】
　前記創傷被覆材が、アルギン酸塩被覆材、抗菌性被覆材、包帯、バンドエイド（登録商
標）、生合成被覆材、生物学的被覆材、コラーゲン被覆材、複合被覆材、圧迫被覆材、接
触層被覆材、発泡体被覆材、ガーゼ被覆材、ハイドロコロイド被覆材、ヒドロゲル被覆材
、皮膚シーラント若しくは液状皮膚被覆材、特殊吸収性被覆材、透明フィルム被覆材、又
は創傷充填剤である、請求項１４に記載の使用。
【請求項１６】
　前記創傷被覆材が、成長因子、糖類、制酸剤、ビタミンＡ、ビタミンＤ、抗菌剤、消毒
剤、及び鎮痛剤よりなる群から選択される、１つ以上の付加的治療剤を更に含む、請求項
１４に記載の使用。
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